
◎許可基準チェックリスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	チェック事項
	○ｏｒ×

	➀既存不適格か？
（既存不適格に
至った理由)
	既存建築物の確認年月日　　　　　　　　　年　　月　　日

	
	・旧法に適合していたものの、日影規制施行により不適格に至った建築物。（昭和53年6月1日に施行）
	

	
	・旧地域地区の規制に適合していたものの、　　年　　月　　日
に地域地区の変更により不適格に至った建築物。
	

	②増築等による不適格日影部分の増加はないか？（時間とその領域）
	

	③基準時以後の増築等に係る部分の日影は適法か？
	

	　上段要件以外の場合で、安全性向上のために行う耐震改修に係るものか？
	

	④不適格日影部分が生じる隣地等に対しての基準時以後の増築等による日影時間の増加は２時間を超えないか？(※３)
	

	　上段要件以外の場合で、安全性向上のために行う耐震改修及びバリアフリーを目的としたエレベーター設置等に係るものか？
	

	一　括　同　意　基　準
	ａ
	敷地外に新たに日影を生じさせないか？(※４)
	

	
	ｂ
	⑤から⑦すべてに適合すること。

	
	
	⑤増築等に係る部分の床面積の合計は2,000㎡を超えないか？
	．　㎡
	

	
	
	⑥増築等に係る部分の高さは20ｍを超えないか？
	．　ｍ
	

	
	
	⑦増築等に係る部分の外壁又は柱の中心線は隣地境界線から3ｍ以上後退しているか？
	

	
	
	上段要件以外の場合で小規模な物置等か？（高さ＝　　．　ｍ）(※５)
	


◎許可基準チェックリスト（記載事項変更用）
	チェック事項
	○ｏｒ×

	過去に許可を受けているか。　（　　　年　　　月　　　日）
	

	増築等後の延べ面積の合計は、許可時の1.2倍を超えないか？
	

	増築等に係る部分の床面積の合計は、500㎡を超えず、かつ、敷地面積の10分の１を超えないか？
	

	増築等に係る部分の高さは、10ｍを超えないか？
（第一種・第二種低層住居専用地域については軒高７ｍを超えないもの）
	

	増築等に係る各部分の高さは、当該部分から隣地境界線又は前面道路の反対側の境界線までの水平距離×2.5＋1.5ｍを超えないか？
	

	増築等に係る部分は、敷地外に新たに日影を生じさせないか？(※４)
	


※１．➀から④がすべて○の場合に許可基準に適合。
　２．一括同意の場合は、許可基準に適合の上、一括同意基準のａ、ｂのいずれかに適合すること。
３．隣地等が低い場合は、隣地等の測定面において検討すること。
４．敷地外とは、道路、水面、線路敷その他これらに類するものを除くものとする。
５．原則、物置等の高さは、４ｍ以下とする。ただし、第一種・第二種低層住居専用地域においては個別判断とする。
６．記載事項変更の場合は、該当欄すべて○が必要。

